
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「データヘルス計画」は、データを活用して科学的にアプローチすることで保

健事業の実効性を高めていくことを『ねらい』としています。 

 

健康・医療情報（データ等）を活用して保健事業のＰＤＣＡサイクルに沿っ

た保健事業を実施することで、やみくもに事業を実施するのではなく、効率的

かつ効果的な保健事業を展開し、被保険者の健康づくりに資することが期待さ

れることから、全ての健康保険組合（市町村国保を含む）に対し、計画策定を

求められているものです。 

■第３期データヘルス計画（保健事業実施計画）  

＜ダイジェスト版＞ 

データヘルス計画とは（基本的事項） 

●データヘルス計画とは                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データヘルス計画は、被保険者の健康の保持増進に資することを目的とし

て、保険者等が効率的かつ効果的な保健事業の実施を図るため、特定健診の

結果やレセプトデータ等の健康・医療情報を活用して、ＰＤＣＡサイクルに

沿って運用するものです。 

 

芽室町総合計画における保健事業の実行計画として位置付け、町が策定す

る保健福祉関連計画とも連携を図るものとします。また、健康増進法に基づ

く「基本的な方針」を踏まえるとともに、都道府県健康増進計画や、都道府

県医療費適正化計画、介護保険事業計画とも調和のとれたものとします。 

●計画の位置付け                   

データヘルス計画における各種法令・計画等との関連図 

 

芽室町総合計画 
（まちづくり計画の最上位計画） 

総合的・計画的にまちづくりを進めるための指針 

日本再興戦略 
（平成 25 年 6 月 14 日 

        閣議決定） 

芽室町総合保健医療

福祉計画 

○芽室町地域福祉計画 

○芽室町健康づくり計画 

○芽室町高齢者保健福祉

計画・芽室町介護保険

事業計画 

※保健事業を

具体的に進

めるための

実行計画と

しての位置

付け 

※計画の策定

を推進 

※町の保健福祉関

連計画と連携 

データヘルス計画 
（保健事業実施計画） 

平成 28 年 3 月 第１期計画策定 

平成 30 年 3 月 第２期計画策定 

令和６年 3 月 第 3 期計画策定 

関連法令等 

※基本的な

考え方を

踏まえて

策定 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画（案）Ｐ70 参照 

  

データヘルス計画の概要 

令和 6 年度から令和 11 年度まで（６年間） 

●計画の全体像の整理                 

●計画の期間                     

 

 

●特定健診・特定保健指導の実施            

○特定健診・情報提供・未受診者対策で受診率向上を目指します 
特定健診対象者には特定健診受診券を個別送付して受診を促すほか、町内

医療機関・各医療機関の通院治療中データの情報提供依頼や、事業者の協力を

得て事業主健診の検査結果データ受領を実施し、受診率向上に努めます。 

また、デジタル活用を含め、効果的な受診勧奨方法や受診しやすい環境等を

再考し、受診率向上を目指します。 

○特定保健指導・重症化予防保健栄養指導等により重症化予防に努めま

す 
 医療機関との連携により、特定保健指導を実施します。 

また、特定健診受診者のうち、血圧値Ⅱ度以上、血糖値（HbA1c）受診勧奨

値以上、血中脂質値（LDL）180 ㎎/dl 以上、腎機能は第 2 期以上（CKD 分類

でオレンジ色・赤色）、心房細動所見ありのいずれかに該当する 40～74 歳の

国民健康保険被保険者に対し、保健師・管理栄養士による保健栄養指導を行

います。対象者名簿と糖尿病管理台帳・心房細動台帳・高血圧台帳を整備し、

通院歴や合併症、重症度を確認し優先順位を決定して取り組みます。介入方

法は、訪問、電話、書類の郵送、メールのいずれかを、年齢や重症度により選

択します。 

 

子どもに対する取り組みとしては、引き続き、小学生や中学生の対象者に

生活習慣病検査を実施し、その結果、医師から要指導・要治療と判断された方

とその家族に対し、町の保健師・管理栄養士による保健栄養指導を行うこと

で、早期発見・早期治療・健康意識の向上に繋げます。 

 

●データヘルス計画の評価・見直し           

○評価の時期 
 個別の保健事業の評価は、年度ごとに行うことを基本として、計画策定時

に設定した保健事業ごとの評価指標に基づき、事業の効果や目標の達成状況

を確認します。目標の達成状況が想定に達していない場合は、ストラクチャ

ーやプロセスが適切であったか等を確認の上、目標を達成できなかった原因

や事業の必要性等を検討して、次年度の保健事業の実施やデータヘルス計画

の見直しに反映させます。 

データヘルス計画の評価は、設定した評価指標に基づき、計画の最終年度

のみならず、毎年度、中間時点等計画期間の途中で進捗確認及び中間評価を

実施します。また、計画の最終年度においては、その次の期の計画の策定を

円滑に行うため、当該最終年度の上半期に仮評価を行います。 

 

○評価の方法 
計画は、中・長期的な計画運営を行うものであることを踏まえ、短期では

評価が難しいアウトカム（成果）指標を中心とした評価指標による評価を行

います。評価に当たっては、保健事業の評価を広域連合と連携して行うなど、

必要に応じ連携・協力体制を整備します。 


